
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市 

教育委員会発行 

令和５年１０月 

令和５年７月３日（月）、令和５年度第１回（仮称）川柳学園・明正学園地域準備会を開催しました。

第１回地域準備会での議論を踏まえ、小中一貫校の名称等の方向性や光陽中学校分離に伴う部活動につ

いて協議を行いました。 

◇◆◇ 令和５年度第１回（仮称）川柳学園・明正学園地域準備会での協議事項等 ◇◆◇ 

 
・小中一貫校としての名称を「越谷○○学園」とすることとし、○○にあたる部分については、地域

や保護者の方々、児童・生徒等多くの方にご意見を頂きながら決定する。決定の方法は、次回の地
域準備会にて協議を行う。また、小中一貫校の学校間の総合調整を担う校長を「統括校長」とす
る。 

 ➡小中一貫校の名称の在り方について再度整理をし、引き続き協議を行う。 

 

・令和９年度新設中学校開校に係る部活動の設置について 
 光陽中学校が分離し、新設中学校が開校するにあたって生徒数が約半数ずつになるため、設置部活

動数の変更（削減）が必要となる。（生徒数が半減することに比例し、教職員数も減るため） 
  

➡①活動場所の確保、②男女部活動のバランス、③アンケートの実施等により設置部活動を決定す
る。 

  
 分離に伴い、大会等へ出場する際に不利益が生じないよう「合同チームでの出場」ができるよう、

関係競技団体等に働きかけを行う。 
 
 

 

 

 
主な質問や意見（▽：構成員 ▼：事務局） 

 
▽小中一貫校の定義とは何か。現在の川柳小学校、明正小学校、光陽中学校の正式名称はこれからど
のように変わっていくのか。 

▼越谷市の３学園構想における“小中一貫校”とは、小学校と中学校としての在り方は、これまでと
変えずに、“小学校・中学校９年間の系統性を確保した教育課程を編成・実施し、小学校と中学校が
連携を取って、９年間で子どもたちを育てていく仕組み”をつくっていくものです。 

 従って、学校としての在り方は、小学校と中学校それぞれが独立して存在することから、学校名は
変わりません。「越谷市立川柳小学校」「越谷市立明正小学校」「越谷市立光陽中学校」のままとなり
ます。 

  
▽川柳小学校の高学年棟を整備し、５・６年生だけが中学校と同じ敷地で過ごすことに納得がいかな
い。全国的にも事例が無いのではないか。 

▼同様の先進事例（低・中学年と高学年が分かれ、離れた敷地で高学年と中学生が過ごす形態）が、
近隣だと足立区にあり、担当課としても視察に行ってきました。非常に参考になる取り組みを行っ
ており、越谷市においても教育活動等に生かせるようにしていきたいと思います。 

 

 ▽部活動の地域移行については、検討しているのか。 

 ▼文部科学省から地域移行の話が出てはいますが、先の見通しが立っていない状況です。地域に委託で
きる環境があるか、指導者がいるか等状況を見ながら進めていくこととなります。現在は、外部指導
者を学校に配置している学校もあるので、その点については引き続き活用していきます。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

越谷市立小中一貫校整備 PFI事業における落札者が決定したことから、 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第 11条 

第 1項の規定により、「客観的評価結果」及び「審査講評」について、市 

ホームページに掲載しました。右の二次元コードを読み取ってご覧いた 

だくか、市ホームページにアクセスしてご覧ください。 
 

 

越谷市教育委員会 
学務課小中一貫校整備室 
 

＠koshi_ikkan 

https://twitter.com/koshi_ikkan 

越谷市ホームページトップページ  
＞ 子育て・学び ＞ 教育  
＞ 小中一貫校 

https://www.city.koshigaya.saitama.jp 
 

 

 

小中一貫校だよりの 

カラー版を掲載しています 

越谷市ホームページトップページ ＞ 市政情報 ＞ 公有財産・指定管理者制度 ＞ ＰＰＰ／ＰＦＩ 

Ｑ．ＰＦＩ方式で整備をすることで、どれくらいの財政負担の削減が見込まれるのですか。  

Ａ．落札者の入札価格に基づき、ＰＦＩ事業で実施する場合の市の財政支出について、市が従来通りの

手法で実施する場合の財政支出と比較したところ約３０億円の財政負担が削減されるものと見込ま

れます。 
 

Ｑ．参加グループの提案書は公表されないのですか。 

Ａ．越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業の入札参加者が提出した提案書に関する著作権は、入札参加者

に帰属します。また、事業者独自の技術やノウハウ等の情報も記載されていることから、事業者の

了承なしに市が広く公表することはできませんので、ご了承ください。 

明正小学校 

 （仮称）明正学園の特色ある教育活動とし

て、外国語活動・外国語、そして総合的な学習

の時間の教育計画を作成して、今実践してい

るところです。１・２年生から英語に触れる活

動として ALT との授業を取り入れ、３・４年生

では、基礎的な話型等を学びながら、自分た

ちの気持ちを伝え合う素地を養う授業に取り

組んでいます。５・６年生では、コミュニケーシ

ョンの力を身につける一環として、オーストラリ

アのクイーンズランド州の小学生とのオンライ

ン交流を行います。生きた英語で会話するよう

な機会を大切にしていきたいと思っています。 

光陽中学校 

 “ＳＤＧｓと英語でつながる学校”という（仮称）明正学

園のテーマから、英語に力を入れるという点で、光陽中

学校の英語教諭と明正小学校の６年生とのオンライン授

業を行う企画をしています。 

川柳小学校 

 特別活動の１つとして位置づけられている林間学校や

修学旅行について、異なる環境で生活をする中で、子ど

もたちが一堂に会する場をつくるという意味合いからも、

林間学校の場所、修学旅行の宿泊先をそれぞれ今年度

から変更しました。子どもたちにどのような体験活動をさ

せてあげられるかということをポイントとして、さらに年数

をかけて検討して参りたいと思います。 

  


